
令和２年度（第６４回）日本大学理工学部学術講演会〈募集要項〉 
                             
 
理工学部では，第６４回理工学部学術講演会を下記により開催いたします． 
学術講演会は，教職員の研究・教育の研鑽の場とすると共に，大学院及び学部等学生の学習成果の発表の場

とし，本学部の学術，技術並びに教育の振興を図ることを目的としていますので，多数の方々のご参加をお待

ちしています． 
発表希望者については，下記を参照し申込み願います． 
 

記 
  
１ 申込資格，発表形式等 
（１）申 込 資 格 

本学部教職員（短期大学部(船橋校舎)，習志野高等学校を含む），大学院・学部学生及び委員会が認め

た者とします．  
 （２）発 表 形 式 等 

 音声付きスライド動画などの講演動画（MP4形式）配信によるオンデマンド形式の発表とします．質疑

については，審査員による質問（審査）とそれ以外の視聴者による質問（コメント）とで異なります． 
 発表言語は日本語または英語としますので，申込時に選択してください．特に英語での発表を歓迎い

たします． 

発表形式 発表時間 予稿原稿頁数 発表件数 

講演動画配信 ７分 １頁または２頁 
（２,２５０字/A４判１頁） 

発表者１名に 
つき１題目 

 

質疑 質疑方法 概要 

審査員からの質問 
（優秀発表賞審査対象者） 

NUメールアカウントを使用した

チャット 

講演プログラムのとおり，割り当てられた時間内にお

いて審査員からの質問にリアルタイムで回答してくだ

さい．詳細はプログラム確定後にお知らせします． 

一般視聴者からの質問 
（発表者共通） 

動画再生画面からコメント送信 

視聴者からコメントが入ると，発表者にメールが送信

されてきますので，メール内記載のURLから（回答で

きる範囲で）回答してください．質疑応答の履歴は翌

日，動画再生画面に表示されます． 

   
 
（３）学術講演会への発表参加には，①～③の手続きが必要です． 
   ①講演申込期間    令和２年９月７日（月）～９月２３日（水） 午後５時まで 
              発表者が学生の場合は，必ず事前に指導教員の了承を得てください． 

 
   ②予稿原稿提出期間  令和２年１０月１９日（月）～１０月２６日（月）午後５時まで 

                予稿原稿は，PDFファイルのWeb送信のみの受付ですのでご注意ください． 
               予稿原稿提出期間中であれば予稿原稿の差し替えが可能です． 
  
    ③講演動画提出期間  令和２年１１月４日（水）～１１月１１日（水）午後５時まで 
               講演動画は，ＭＰ４ファイルのWeb送信のみの受付ですのでご注意ください． 



               講演動画提出期間中であれば講演動画の差し替えが可能です． 
 （４）申 込 先 http://www.gakkai-web.net/gakkai/cst/index.html 
 
 （５）講演申込情報確認期間 令和２年９月７日（月）～２３日（水） 午後５時まで 
                講演申込情報の取り消し・申込情報の修正を受け付けます． 
 講演申込期間を過ぎると新規投稿はできません． 
 （６）連 絡 先  日本大学理工学部学術講演会投稿受付事務局 
             〒102-0072 東京都千代田区飯田橋１－５－８ アクサンビル２F 
                トーヨー企画株式会社内 
                           E-mail：cst@gakkai-web.net 電話番号03-3262-6605 
 
２ 開催期日及び会場 
  令和２年１２月２日（水） 
  オンライン開催 申込資格を有する学内者に限り公開とします． 

 
 
 ３ 優秀発表賞表彰 

 令和２年度日本大学理工学部学術講演会は，本学部の大学院・学部学生の中から優秀な講演発表者に

対して優秀発表賞として表彰を行います．優秀発表賞受賞者は，各種媒体（インターネット等）を通じて

学外に公表されることがあります． 
 優秀発表賞は，審査員が研究発表を採点し，部会毎に特に優秀な発表に対して表彰するものです． 
 本年度も皆さんの日頃培われた研究成果を学術講演会で積極的に発表いただくことを期待しています．

詳細については，講演申込者に対してメールで通知する他，上記申込先のURLに掲載いたします． 
    

 
 ４ 講演申込（令和２年９月７日（月）～９月２３日（水） 午後５時まで） 

(１) http://www.gakkai-web.net/gakkai/cst/index.htmlから，講演登録を選んでいただくと電子投稿のトップ

メニューが表示されます． 
(２) “新規登録”を選んでください．発表者情報を入力して，“入力確認画面へ”をクリックしてくださ

い． 
(３) 登録画面が表示されますので，画面中の指示や例に従い，必要情報を入力してください． 
(４) 発表者が，学生（大学院学生，学部学生）の場合は，指導教員の氏名と電子メールアドレスを記入

してください（必ず事前に指導教員の了承を得てください）．記入された電子メールアドレスすべ

てに対して，登録された内容の確認のために，電子メールが配信されます．修正がある場合は前の

画面に戻って修正します． 
(５) 登録が正常に受け付けられると，登録完了画面が表示され，「受付番号」と「パスワード」が発行

されます．今後の登録内容の確認・修正に必要ですので，画面をプリントアウトして必ず保管して

ください． 
(６) 電子メールの受信を必ず確認してください．電子メールが届かない場合は正常に登録されていない

可能性もあります．２４時間以内に電子メールが届かない場合は，ホームページ内にあるFAQをご

確認ください． 
     
    ＜注意事項＞ 

A．１件の申込みに対して必ず一つの受付番号が発行されます．必ず発表者が申込みをしてくださ

い． 
B. 使用するブラウザの指定は特にありません。 
C. 申込み締切り間際は，大変な混雑が予想されます．できるだけ早い時期の申込みをお願いしま

す． 



D．申込み部会の間違いが無いようご注意ください． 
 
 

５ 講演申込内容の確認・修正 
    講演申込情報は，令和２年９月２３日（水）午後５時までの間，確認・修正が可能です．  

(１) 電子投稿の画面から“確認・修正”をクリックします． 
(２) 新規登録時に発行された受付番号とパスワードを半角で入力します． 
(３) 登録されている内容が表示されます．修正の場合は下の“修正”をクリックします． 
(４) 修正可能な画面に切り替わりますので，必要に応じて修正してください．修正した場合には，“次

           へ”をクリックしてください． 
 (５) 再度確認画面が表示されます．確認後，“登録”をクリックしてください．これで修正登録が完

   了します．修正登録後，再度メールが配信されます． 
 
６ 講演申込内容の取消 

登録済の講演申込内容は，令和２年９月２３日（水）午後５時までの間取消が可能です．止むを得ない

事情により，それ以降の取消を行わなければならない場合は各部会担当者にご相談願います． 
講演取消は次の手順で行って下さい． 
(１) 電子投稿の画面から“講演取消”を選択します． 
(２) 新規登録時に発行された受付番号とパスワードを半角で入力します． 
(３) 登録されている内容が表示されます．取消の場合は“取消”をクリックします． 
(４) 取消完了画面が表示されます．取消処理後，再度電子メールが配信されます． 
 

 ７ 予稿原稿の提出（令和２年１０月１９日（月）～令和２年１０月２６日（月）午後５時まで） 
上記期間中に下記手順により予稿原稿を提出して下さい．予稿原稿執筆の詳細については「予稿原稿執筆

要領」をご覧下さい． 

なお，提出期間内に予稿原稿の提出が無かった場合，「講演取消」となりますのでご注意下さい．  

(１)  http://www.gakkai-web.net/gakkai/cst/index.htmlから“予稿集原稿投稿“ボタンをクリック

し，講演申込時の受付番号とパスワードを入れてログインします． 

(２)  予稿原稿の投稿画面が表示されますので，対象のファイルを指定して“送信開始”ボタンをクリッ

クしてください． 

(３)  登録が正常に受け付けられると，送信完了画面が表示され，受付完了の電子メールが配信されま

す． 

   また，送信された予稿原稿は予稿原稿提出期間中に限り，“予稿集原稿確認”ボタンをクリック

    し確認することができます． 

    ＜注意事項＞ 
A. 予稿原稿ファイルは，PDFファイルのみ受け付けます．Microsoft Word（.doc, .docx形式）など

の PDF以外のファイルは受け付けません． 
B．３MBを超えるファイルは送信することができません． 
C．ファイル名やディレクトリー名は，英数または日本語のみを使用してください． 

     半角カタカナ，スペース，ピリオド，スラッシュ，半角の記号等を含まないでください．  
 

 

 ８ 講演動画の提出（令和２年１１月４日（水）～令和２年１１月１１日（水）午後５時まで） 
上記期間中に下記手順により講演動画を提出して下さい． 

講演動画は「講演時間７分」のプレゼンテーションを行う想定で作成して下さい．動画の作成方法は自由

です．PowerPointのスライドショーの動画化，講演の録画，ＣＧ，実験の記録映像など，作成方法及び体裁

は問いませんが，視聴者が質問しやすいようにスライド番号や図番号を表示するなどの工夫をして下さい ． 

なお，提出期間内に講演動画の提出が無かった場合，「講演発表欠席」扱いとなりますのでご注意下さ



い． 

 

(１) http://www.gakkai-web.net/gakkai/cst/index.htmlから“講演動画の投稿“ボタンをクリック

し，講演申込時の受付番号とパスワードを入れてログインします． 

(２) 講演動画の投稿画面が表示されますので，対象のファイルを指定して“送信開始”ボタンをクリッ

クしてください． 

(３) 登録が正常に受け付けられると，送信完了画面が表示され，受付完了の電子メールが配信されま

す． 

 

    ＜注意事項＞ 
A．講演動画ファイルは，MP4フォーマットのみ受け付けます．  
B．送信された動画ファイルは，セキュリティ上視聴することができませんので，必ず受付終了画

面が表示されることをご確認下さい． 

C．100MBを超えるファイルは送信することができません． 

D．ファイル名やディレクトリー名は，英数または日本語のみを使用してください． 
 半角カタカナ，スペース，ピリオド，スラッシュ，半角の記号等を含まないでください． 
E．講演時間は，７分以内に収めて下さい（通常の講演発表と同程度の超過は許容範囲です）． 
F．講演動画の作成ルールから著しく逸脱していると判断されるものについては，講演中止扱いと

なることがありますのでご注意ください． 

G．複数の動画ファイルをアップロードすることはできません．必ず１つの動画ファイルに集約し

て下さい． 
H．動画の解像度・画面サイズは視聴に支障の無い水準に設定して下さい． 

  
 

 ９ 部会 
 記号 A ⇒  総合科学（A1 総合科学，A2 情報教育） 
 B ⇒  構造・強度 
 C ⇒  材料・物性 
 D ⇒  環境 
 E ⇒  計測・制御・人間工学 
 F ⇒  都市・交通計画（F1 都市･交通計画，F2 まちづくり） 
 G ⇒  情報 
 H ⇒  土木系（H1 土木構造･材料，H2 地盤工学，H3 河海工学，H4 環境工学，H5 土木計画） 
  I ⇒  建築計画系 
  J ⇒  海洋建築系 
  K ⇒  機械系（K1 加工，K2 燃焼･熱学，K3 流体力学，K4 振動制御，K5 弾性塑性， 
        K6 機械一般，K7 航空宇宙）  
  L ⇒  電気系 
  M ⇒  電子系 
  N ⇒  化学系 
  O ⇒  物理系  
  P ⇒  数学系 

 

 
 10 全般的な注意事項 

○講演申込・予稿原稿提出・講演動画提出期日は，厳守してください（期日を過ぎた場合，理由の如何を

問わず受付は一切できません．締切り間際に受付が集中すると，障害が生じる可能性もありますので，

余裕をもった送信をお願いします）． 



 
○プログラムは，令和２年１１月下旬に，https://www.gakkai-web.net/gakkai/cst/program/index.htmlにて（ht

ml形式，PDF）公開します．但し，全ての部会でプログラム編成が確定していない場合は，公開の予定

が遅れる場合があります． 
○予稿原稿は，講演会開始と同時に，理工学部学術講演会予稿集として理工学部ホームページにアップロ

ードされるとともに，各種媒体(インターネット等)を通じて学外に公表されます．公開日は令和２年１

２月２日と明記し，公開時間は午前８時を目途とします。 
 
○講演動画は，令和２年１２月２日（水）に学内に限定し公開します．詳細については改めて周知します． 
   
○予稿原稿・講演動画を作成するにあたり他の文献・資料等を引用する場合は，申込み者の責任において

行ってください．また，特許申請については，各自の責任において対応してください． 
 

 
 11 日本大学理工学部学術講演会実行委員会 
   委員長 大月 穣 
   日本大学理工学部理工学研究所（研究事務課） 〒101-8308  東京都千代田区神田駿河台1-8-14   
   電話 03-3259-0929    FAX  03-3293-5829    E-mail: skenkyu@adm.cst.nihon-u.ac.jp 
                                             
                                           以  上 


